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この冊子は１部当たり約 36 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

10月10日、二里町炭山地区で、多文化
交流事業『そば打ち・農業体験』がありま
した。これは、市内に住む外国人と地域の
人たちが、互いの文化を理解し、共生の
輪を広げようと催されたもので、ベトナ
ム人やイギリス人など27人が参加。農
業体験では、丹精込めて育てられた棚田
米を協力しながら刈り取っていました。



     カブトガニの保護対策は、
新たなステージへ

— 国指定天然記念物『伊万里湾カブトガニ繁殖地』の保護 —

多々良海岸一帯は、山口県下関市の千鳥浜や福岡県北九州市の曽根干潟などと並ぶ、国内有数のカブトガ

ニの繁殖地です。かつて、漁師の底引き網を破る厄
やっ

介
かい

者として扱われたカブトガニが絶えることなく命を

つないだ故郷の地は、10月７日、国の天然記念物に指定されました。

戦後の高度経済成長期、湾内の一部の埋め立てなどによって周辺環境は急激に変化し、海岸一帯で産卵す

るカブトガニの数は、一時 100つがい（雄が雌の後ろにしがみついた状態）を下回ったものの、その後の

環境美化・改善により、近年は 400〜 500つがいで安定的に推移しています。

今回の特集では、天然記念物指定の範囲やその理由、市内のカブトガニ保護団体の活動などを紹介すると

ともに、今後、指定地である伊万里に住む私たちに求められることが何かを考えます。

特 集
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　『
天
然
記
念
物
』
は
、
文
化
財
保
護
法
に

定
め
る
記
念
物
の
一
つ
で
、
動
物
や
植
物
、

鉱
物
が
含
ま
れ
ま
す
。
記
念
物
に
は
、
ほ
か

に
『
史
跡
』（
古
墳
や
城
跡
な
ど
）、『
名
勝
』

（
庭
園
や
峡
谷
な
ど
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

歴
史
・
学
術
上
の
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

　『
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖
地
』
に
は
、

３
つ
の
砂
浜
と
広
大
な
干
潟
が
含
ま
れ
、

そ
の
面
積
は
約
58
万
２
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル【
図
】。
国
内
に
お
け
る
指
定
は
、
岡

山
県
笠
岡
市
の
神
こ
う
の
し
ま島
水
道
に
次
い
で
、
全

国
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

①
種
と
し
て
の
価
値
　

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
２
億
年
以
上
の
昔
か

ら
そ
の
姿
を
変
え
て
い
な
い
た
め
、『
生
き

て
い
る
化
石
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
起
源
は
、
古
生
代
（
５
億
４
０
０
０
万

年
〜
２
億
５
１
０
０
万
年
前
）
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
現
在
は
世
界
に
わ
ず

か
４
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境

省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
絶
滅
危き

惧ぐ

種
一
覧
）

で
第
Ⅰ
類（
絶
滅
の
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
種
）

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
繁
殖
に
適
し
た
環
境
と
将
来
性
　

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
繁
殖
に
は
、
産
卵
す
る

た
め
の
砂
浜
と
、
卵
か
ら
ふ
化
し
た
幼
生

が
生
育
す
る
た
め
の
干
潟
が
必
要
で
す
。

伊
万
里
湾
の
繁
殖
地
は
、
砂
浜
と
干
潟
が

良
好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
砂
浜
は
、
満
潮
時
に
は
水
没
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
満
ち
潮
に
乗
っ

て
移
動
す
る
の
に
好
都
合
で
、
潮
が
引
く

と
、
砂
浜
は
太
陽
熱
で
効
果
的
に
温
め
ら

れ
、
ふ
化
が
進
み
ま
す
。
ま
た
、
指
定
範

囲
の
周
辺
に
は
約
８
０
０
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
潟
が
広
が
り
、
干
潮
時
に
は
広
範
囲

の
干
潟
が
出
現
。
幼
生
が
餌
を
食
べ
た
り
、

外
敵
か
ら
身
を
隠
し
た
り
す
る
ほ
か
、
冬

季
の
休
眠
場
所
に
も
な
り
ま
す
。

　
指
定
地
域
の
海
岸
線
の
総
延
長
は
２
・
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
必
要
に
応
じ
て

砂
浜
を
造
成
す
る
こ
と
も
可
能
な
こ
と
か

ら
、
繁
殖
地
と
し
て
の
将
来
性
も
兼
ね
備

え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

③
保
護
団
体
と
保
護
活
動
の
確
立
　

　
市
内
に
は
、
３
つ
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
保
護

団
体
が
あ
り
、
産
卵
地
の
清
掃
や
産
卵
観

察
会
の
開
催
、
展
示
施
設
の
運
営
、
つ
が

い
数
の
調
査
や
幼
生
の
飼
育
・
放
流
な
ど

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▽
伊
万
里
市
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会

　
企
業
や
有
志
個
人
を
会
員
と
す
る
市
民

団
体
で
、
昭
和
53
年
に
結
成
さ
れ
て
以
降
、

毎
年
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
牧
島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を
育
て
る
会

　
多
々
良
海
岸
が
あ
る
牧
島
地
区
の
住
民

を
会
員
と
す
る
地
元
住
民
団
体
で
、
平
成

18
年
に
結
成
。
定
期
的
な
清
掃
活
動
の
ほ

か
、
多
々
良
海
岸
に
隣
接
す
る
展
示
施
設

『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
館
』
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

▽
伊
万
里
高
等
学
校 

理
化
・
生
物
部

　
高
校
の
部
活
動
と
し
て
、
昭
和
38
年
か

ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
つ
が
い
数
調
査
や

幼
生
の
飼
育
・
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
と
は

今
回
指
定
さ
れ
た
範
囲

国指定範囲
581,766.03㎡

多々良海岸（砂浜）

トンゴ島（砂浜）

伊万里湾大橋

多々良南海岸（砂浜）

牧島公民館

牧島小学校
カブトガニの館

【図】天然記念物の指定範囲

指
定
の
主
な
理
由

国の天然記念物となった
伊万里湾の繁殖地

はるか２億年前から姿を変えていないカブトガニ。
伊万里湾の繁殖地は、地理的要因や保護活動、将来性を評価され、

今回、国の文化財として天然記念物に指定されました。
まずは、指定の対象地域や理由などを確認します。

↑６月 20 日、天然記念物の指定答申（19 日）を喜び
握手する市と保護団体の代表者（左から伊万里高校・
瀬戸校長、市カブトガニを守る会・竹内会長、塚部市
長、牧島のカブトガニとホタルを育てる会・堀会長）

特集  カブトガニの保護対策は、新たなステージへ
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カブトガニの営みを
支えた人々

ここ数年、産卵するカブトガニの数は安定しています。
そこには、多々良海岸一帯の繁殖地を見守り、

カブトガニの『里帰り』を支えてきた人々がいます。
その保護団体の活動とカブトガニへの思いを紹介します。

↓７月12日、カブトガニの産卵シーズン到来を前
に、多々良海岸の砂浜を清掃する関係者

顧問　永尾 純一 教諭

伊万里高等学校 理化・生物部

副課長 兼係長　船
ふ な

井
い

 向
こ う

洋
よ う

市教育委員会 生涯学習課文化財係

会長　堀　實
みのる

さん

牧島のカブトガニとホタルを育てる会 市カブトガニを守る会

〔構成団体〕伊万里ライオンズクラブ／伊万里ロータリー
クラブ／伊万里西ロータリークラブ／国際ソロプチミス
ト伊万里／伊万里青年会議所

会長　竹内 和
か ず

教
の り

さん

私たちは、583世帯 1,467人の
地元住民を会員とする団体で、
産卵期前後の海岸清掃や『産卵
を観

み

る会』への運営協力のほか、
『産卵を迎える夕べの会』を主
催しています。また、当会運営
のカブトガニの館には、市外か
ら年間約4,000人が訪れ
ます。これからも地域『愛』
の精神で、保護活動を継続
していきたいと思います。

カブトガニは地元の『宝』

地元住民団体 市 民 団 体

行政（自治体） 学校部活動

昭和54年設立

昭和38年調査開始

平成18年設立

伊万里の保護団体の強みは『連合
体』であること。伊万里高校理化・
生物部が調査研究分野を、『市カブ
トガニを守る会』と『牧島のカブ
トガニとホタルを育てる会』が清

掃や行事開催などの保護・
啓発分野を担当しています。
行政はその調整役。団体の

皆さんと一緒に、保
護活動の大切さを伝
えたいと思います。

保護活動を支援するために

当会は、市内５つのボランティ
ア団体と個人を会員とし、長年に
わたり協力しながら海岸清掃を
続けてきました。私たちが今も
活動できるのは、先人の下地や皆
さんの支えがあったおかげです。
来年は、日本カブトガニを守る
会総会を伊万里にて開催する
予定ですので、これを契機に、
市民で保護する気運を高め
ていければと思います。

保護活動は私たちの『使命』

本校理化・生物部は、これまでカ
ブトガニを調査・研究してきまし
た。最初期は産卵地の探索から
始まり、その後は成体や卵、幼生
の研究と多岐にわたります。近
年は、幼生の人工飼育や放流、
産卵観察会での解説のほか、学
校全体で産卵地の清掃も実施
しています。今後も、カブ
トガニの姿が絶えないよう、
保護活動に取り組みます。

カブトガニの魅力を伝えたい

42015.115 2015.11



伊万里湾の繁殖地に
求められるもの

国の天然記念物となった伊万里湾カブトガニ繁殖地。
果たして、私たちは『共生』してきたと言えるでしょうか。

貴重なこの財産を未来へ継承していくために、
私たちにできることは何なのかを考えます。

↑７月19日、『産卵を観
み

る会』で、生きて
いるカブトガニと触れ合う子どもたち

　
天
然
記
念
物
を
含
む
文
化
財
を
保
護
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
『
保
存
』
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
不
十

分
で
す
。
そ
こ
で
『
活
用
』
と
い
う
観
点

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

文
化
財
を
地
域
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置

づ
け
、
文
化
財
か
ら
学
び
、
文
化
財
を
生

か
す
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

①
天
然
記
念
物
の
保
存
　

　
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖
地
が
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

市
で
は
、
今
後
の
保
存
方
針
や
対
策
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　
保
存
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
関
す
る
調
査
や

研
究
に
つ
い
て
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
発
展

的
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
の
保
存
と
活
用

②
天
然
記
念
物
の
活
用
　

　
天
然
記
念
物
の
保
存
と
並
行
し
て
、
カ

ブ
ト
ガ
ニ
と
繁
殖
地
を
国
内
外
に
向
け
て

発
信
し
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ

た
り
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
活
用
方
法
を

模
索
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と

の
『
共
生
』
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
２
億
年
の

営
み
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
保
護
団
体
や
学
校
、
行
政
だ
け
で

守
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
伊
万
里
湾

の
繁
殖
地
は
、
国
内
で
も
特
別
な
区
域
で

あ
り
、
地
域
共
有
の
財
産
で
す
。
ま
ず
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
一
人
一
人
が
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
知
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
取
り

巻
く
環
境
の
保
全
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
カ
ブ
ト
ガ

ニ
と
そ
の
生
態
系
を
守
り
育
て
る
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

す
べ
て
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

カブトガニ繁殖地は後世に残すべき
伊万里の『誇り』です

今回の天然記念物への指定は、私たちにとって誇るべきことです。
現在の伊万里湾は、開発区域と環境保全区域の住み分けがなさ
れ、『海の森林』と呼ばれるアマモが戻ってくるほど水質も向上
しました。それは、これまで伊万里湾にかかわった人たちの理
解と協力があったからこそ実現しているのであり、私たちは感
謝しなければなりません。しかし同時に、私たちにはカブトガニ

とその『ゆりかご』である繁殖地を、地域
のシンボルとして継承していく責務があ
ります。ただ守るのではなく、一人一人
が伊万里の環境や風土のすばらしさ、カ
ブトガニの存在とその価値を子どもたち
に伝え、そして国内外の人たちに発信し
ていくことが求められています。

酒
さ け

見
み

 良
りょう

司
じ

さん
▶ 日本カブトガニを守る会 委員
▶ 伊万里市カブトガニを守る会 顧問
▶ 元 伊万里高校理化・生物部 顧問

↓９月28日、多々良海岸の砂浜で、花が開くように
卵からふ化して水面に浮くカブトガニの幼生

特集  カブトガニの保護対策は、新たなステージへ
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③
使
用
者
に
よ
る
も
の

障
害
者
を
雇
っ
て
働
か
せ
て
い

る
事
業
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

■
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
速
や
か
に

通
報
を

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者
が
虐

待
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か
ら
被

害
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
に

は
、
住
民
一
人
一
人
が
小
さ
な
兆

候
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
す
ぐ

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●

通
報
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内 

市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉓
２
１
５
６
・

　
㉒
７
６
５
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fu
ku

sh
i@

city.im
a
ri.lg.jp

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

FAX

■
法
の
目
的

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
す
べ
て
の

人
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
法
の
概
要

　
法
は
、
国
の
行
政
機
関
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
『
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
』
を
禁
止
し
、
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
政
府
全
体
の
基
本
方
針
を
作
成

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
６
）

不当な差別的取り
扱い

障害者への合理的配
慮の提供

国の行政機
関・地方公
共団体など

不当な差別的取り扱
いが禁止されます

障害者に対し、合理
的配慮を行わなけれ
ばなりません

民間事業者
（個人事業者、

NPO などの
団体を含む）

不当な差別的取り扱
いが禁止されます

障害者に対し、合理
的配慮を行うよう努
めなければなりません

　
佐
賀
県
で
は
、
県
民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
共
生
社
会
を
め
ざ
し
、
国
が
定
め
る
『
障
害
者
週
間
』（
12
月
３

日
～
９
日
）
を
含
む
１
か
月
間
を
『
障
害
者
月
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る『
障
害
者
差
別
解
消
法
』

の
概
要
や
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
へ
の
虐
待
に
つ

い
て
、
そ
の
種
類
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。

市内には、障害者手帳を持って
いる人が何人いるのでしょうか

『障害』には、さまざまな種類があり

ます。障害者手帳には、身体障害者

手帳、療育手帳、精神障害者保健福

祉手帳の３種類があります。なかで

も身体障害者手帳を持っている人に

は、視覚・聴覚障害や肢体不自由の

ほか、心臓や腎臓といった内部機能

障害など、外見ではわからない障害

も多くあります。

市内では、延べ 4,061 人が障害者手

帳を持っています。

 ・身　体　3,155 人

 ・療　育　   617 人

 ・精　神　   289 人

（平成 27 年３月末現在）

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

障
害
者
へ
の
差
別
や
虐
待
を
無
く
し 

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を

佐
賀
県
障
害
者
月
間
　
11
月
21
日
〜
12
月
20
日

◆
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は

　
障
害
を
理
由
と
し
て
正
当
な
理
由

な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た

り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
つ
け
た

り
す
る
よ
う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
思
表
明
が
あ
っ

た
場
合
は
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い

範
囲
で
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
必
要
で
合
理
的
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
障
害
の

あ
る
人
の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
場
合
も
、
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

◆
合
理
的
な
配
慮
が
必
要
な
『
社

会
的
障
壁
』
と
は

　
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
う
え

で
障
壁
と
な
る
次
の
よ
う
な
も
の

を
さ
し
ま
す
。

▽
社
会
に
お
け
る
事
物
（
通
行
・
利

用
し
に
く
い
施
設
、
設
備
な
ど
）

▽
制
度
（
利
用
し
に
く
い
制
度
な
ど
）

▽
慣
行
（
障
害
の
あ
る
人
の
存
在
を

意
識
し
て
い
な
い
慣
習
、文
化
な
ど
）

▽
観
念
（
障
害
の
あ
る
人
へ
の
偏

見
な
ど
）

◆
『
合
理
的
配
慮
』
の
具
体
例

▽
車
い
す
の
人
が
乗
り
物
に
乗
る

と
き
に
手
助
け
を
す
る
こ
と

▽
窓
口
で
、
障
害
の
あ
る
人
の
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
、
読
み

上
げ
な
ど
）
で
対
応
す
る
こ
と

■
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

　
こ
の
法
律
は
、
虐
待
に
よ
っ
て

障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
成

24
年
10
月
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
障
害
者
へ
の
虐
待
の
種
類

①
養
護
者
に
よ
る
も
の

障
害
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭

の
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
家

族
・
親
族
な
ど
、
同
居
す
る
人

に
よ
る
虐
待

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

に
よ
る
も
の

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て

い
る
職
員
に
よ
る
虐
待

障
害
者
差
別
の
解
消
に
向
け
て

■
法
の
ポ
イ
ン
ト

　『
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
』
と

『
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
』
が
禁
止

さ
れ
ま
す
（
次
の
表
の
と
お
り
）。

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
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11 月は、『子ども・若者育成支援強調

月間』です。家庭や学校、企業、地域

など社会全体が協力し、国民運動とし

て次の重点事項に取り組みましょう。

【平成 27 年度の重点事項】

▷子ども・若者の社会的自立支援の促進

▷生活習慣の見直しと家庭への支援

▷児童虐待の予防と対応

▷子ども・若者を犯罪や有害環境など

から守るための取り組みの推進

※市は、有害環境の点検や、商業施設

などの巡回パトロールを強化します。

● 問合先　青少年センター

（　 ☎㉓２６５８）

子ども・若者育成支援強調月間

↑コンテナを積載して伊万里港の岸壁に接岸した就航船『たかとり』

◆
一
定
の
障
害
と
は

　
主
に
次
に
該
当
す
る
障
害
の
こ
と
で
す
。

◆
加
入
・
脱
退
の
方
法
は

65
歳
に
到
達
し
た
国
保
被
保
険
者
で
該
当
す
る
人
に
は
、
郵
便
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
申
請
し
て

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費
の
負
担
割
合
な
ど
が
少

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
75
歳
に
な
る
前
ま
で
は
、
届
け
出
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
脱
退
で
き
ま
す
。

種
　
別

障
害
の
程
度
　
　
　
　
　
　

身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
、
３
級
の
人

４
級
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
障
害
が
あ
る
人

▽
音
声
・
言
語
機
能
の
著
し
い
障
害

▽
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
障
害

▽
１
下
肢
を
下
腿
の
２
分
の
１
以
上
で
欠
く
障
害

▽
１
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害

精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

１
級
、
２
級
の
人

療
育
手
帳

Ａ
（
重
度
）
判
定
の
人

国
民
年
金
法
な
ど

の
障
害
年
金

１
級
、
２
級
の
人

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（
☎
㉓
２
１
５
３
）

障
害
が
あ
る
人
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て

輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
貨
物
取
扱

量
の
さ
ら
な
る
増
加
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
日
、
コ
ン
テ
ナ
船
が
入
港

し
た
七
ツ
島
北
２
号
岸
壁
で
は
、

関
係
者
が
出
席
し
て
歓
迎
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
塚
部
芳
和
市
長

は
、「
こ
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
開

設
で
、
荷
主
の
利
便
性
は
飛
躍
的
に

向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
も
な
お

一
層
の
弾
み
が
つ
く
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
港
と
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦

略
港
湾
・
神
戸
港
を
結
ぶ
『
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
』（
主
要
港
と

地
方
港
を
結
ぶ
定
期
航
路
）
が
初

め
て
開
設
さ
れ
、
10
月
３
日
、
就

航
し
た
コ
ン
テ
ナ
船
『
た
か
と
り
』

が
、
伊
万
里
港
に
初
め
て
寄
港
し

ま
し
た
。

　
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
は
、
国

内
の
主
要
港—

地
方
港
間
を
支
線

（
フ
ィ
ー
ダ
ー
）
と
位
置
づ
け
た
航

路
の
こ
と
で
、
国
土
交
通
省
が
国

際
競
争
力
の
向
上
を
目
的
に
集
荷

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
港
で
は
、
平
成
９
年
に

国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が
開
設

さ
れ
て
以
来
、現
在
４
航
路
（
華
南
・

韓
国
、
大
連
・
青
島
、
上
海
、
釜
山
）

で
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
地
域
に
輸
出
す
る
た
め
に

は
、
複
数
の
国
内
港
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
日
数
を

要
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
で
、
神
戸
港
の
み
を
経
由
し

て
北
米
や
欧
州
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
世
界
各
国
に
コ
ン
テ
ナ
を

輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

世
界
へ
輸
送
網
が
拡
大
す
る

新
航
路
に
取
扱
貨
物
の
増
加
を
期
待

『
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
』
が
新
た
に
開
設
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申込書・関係書類は、各園・事業所・福祉課にあります。入園を希望する園または事業所に直接申し込んでください。
● 対象者　保護者が仕事や病気などのために、保育を必要とする乳幼児

※ 在園児で継続して入園を希望する場合も、申し込みが必要です。

※ 家事都合や下の子の育児、小学校入学準備、集団生活への適応のためという理由は対象になりません（その場合は、

　 一時預かりなどを利用してください）。
● 申込書配布開始　11 月４日（水）
● 受付期間　12 月１日（火）～ 11 日（金）（土・日曜日は除く）（提出先は、第１希望の園・事業所）

※12 月 14 日（月）以降は、福祉課で受け付けます（期間内に提出した人を先行して調整します）。

※ 都合により市外の保育園への入園を希望する人は、福祉課子育て支援室に申し込んでください。
● 入園申し込みの流れ

● 市内の保育園・認定こども園・小規模保育事業所
▷保育園

▷認定こども園

▷小規模保育事業所

（※）平成 28 年４月開設予定　

申し込み受け付けます

● 問合先　福祉課子育て支援室 (　 ☎㉓２１７４)保育園・認定こども園・小規模保育事業所

平成 28 年度入園児

⇒

保育園・認定こども園・小規模保育事業所・市立幼稚園

市立幼稚園

⇒

申込書・関係書類は、各園にあります。入園を希望する園に直接申し込んでください。
● 対象者　平成 22 年４月２日〜平成 25 年４月１日生まれの幼児

※ 黒川・波多津町以外からの入園や、年度途中で満３歳になる幼児の入園も可能です。
● 受付期間　11 月２日（月）～ 12 月 18 日（金）（土・日曜日、祝日は除く）
※ 給食あり（春・夏・冬休みの長期休業中を除く）。
● 申込・問合先 　　黒川幼稚園（☎㉗０６０９）、波多津東幼稚園（☎㉕０７６９)

各園または福祉課で関係
書類を受け取る

関係書類（勤務証明書、課
税証明書など）を準備する

第１希望の市内の園に提
出する

所在地 施設名 電話番号 所在地 施設名 電話番号
伊万里地区 伊万里保育園 ㉓３２６１

二里町
中里保育園 ㉒５６４７

大坪地区 大坪保育園 ㉓２６８９ 医王保育園 ㉓２３３７
牧島地区 牧島保育園 ㉓６０４９ 大里保育園 ㉓３３３５
松浦町 松浦保育園 ㉖２０４１

東山代町

長浜保育園 ㉒２７１７
大川町 大川保育園 ㉙２０７８ 里保育園 ㉘１９７０
南波多町 南波多保育園 ㉔２００５ 脇野保育園 ㉒３２２６

立花地区
みなみ保育園 ㉓１１９０ 大久保保育園 ㉘４６２４
立花保育園 ㉓２０９０

山代町

楠久保育園 ㉘０６２６
大川内町 大川内保育園 ㉒２４５１ 鳴石保育園 ㉘０５２４
黒川町 たんぽぽ保育園 ㉗２４４３ 久原保育園 ㉘２０５１
波多津町 波多津保育園 ㉕００２７ さくら保育園 ㉘３５０３
二里町 川東保育園 ㉒２７１６

所在地 施設名 電話番号
立花地区 伊万里幼稚園 ㉓２８８１

所在地 施設名 電話番号 所在地 施設名 電話番号
伊万里地区 こどもの森 Pooh ㉕９１２３ 二里町 ベビーランドおりこうさん ㉓０７７７

大坪地区 ベビーシッターエン
ジェル保育所 ㉓５０１０

立花地区
愛育園（※） ㉒７３５３

大川内町 にこにこ保育所 ㉓０８６８ 双葉園（※） ㉓０９２０

82015.119 2015.11



伊万里市立花町１３５５番地１

総務部 情報広報課 広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください。

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は、52 円

切手を貼っ

てください

市民の皆さんの意見を
できるだけ紙面に生か
していきたいと考えて
います。『広報紙につい
てのアンケート』に、
ぜひ、ご協力をお願い
します【裏面ハガキ 10
ページにもご記入くだ
さい】。

● 募集期限　12 月 10 日（木）
● 提出方法　下のアンケート用紙（両面）に記入後、はさみなど

で切り取り、52 円切手を貼
は

って郵送するか、市役所や公民館
に設置している『広報紙へのご意見回収袋』に入れてください。

● 広報紙へのご意見回収袋設置場所
　市役所総合案内、各町公民館、市民図書館
※ 回収袋に入れる場合、切手は不要です。

市民と行政との間を身近な情報でつなぐまちの広報紙は、よ
く『住民と行政をつなぐパイプ役』に例えられます。広報
紙を通じて、まちとそこに住む人が共通の意識を持ち、お
互いの信頼関係を築いていくためには、読者である皆さん
の声が欠かせません。広報伊万里は、これまでもこれから
も伊万里のまちの姿を綴

つづ

っていきます。まちのみんなで作
る広報紙に、たくさんのご意見、ご感想をお待ちしています。

広報紙について『あなたの声』を聞かせてください

　
松
浦
町
に
建
設
中
の
４
市
５
町
の
ご
み
処
理
施
設
が
平
成
28
年
１

月
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
で
排
出
す
る
ご
み
の
分
別
方

法
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
前
に
、
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
に
つ
い
て
次
の
日
程
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

ご
み
分
別
に
関
す
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

地
区
・
町

開
催
日
時

伊
万
里

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

牧
　
島

11
月
20
日
（
金
）　
午
後
１
時
30
分

大
　
坪

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

立
　
花

11
月
17
日
（
火
）　
午
後
７
時

大
川
内

区
長
会
で
説
明

黒
　
川

11
月
24
日
（
火
）　
午
後
７
時

波
多
津

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

南
波
多

11
月
21
日
（
土
）　
午
後
７
時

大
　
川

12
月
２
日
（
水
）　
午
後
６
時

松
　
浦

11
月
18
日
（
水
）　
午
後
７
時

二
　
里

11
月
26
日
（
木
）　
午
後
７
時

東
山
代

11
月
19
日
（
木
）　
午
後
７
時

山
　
代

11
月
25
日
（
水
）　
午
後
６
時
30
分

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
各
地
区
・
町
公
民
館
で
す
。

来
年
１
月 

新
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働
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● 日　程【全４回】

　12 月６日（日）、

　平成 28 年１月 24 日（日）、

　２月７日（日）、３月６日（日）

● 時　間　午後１時～４時

● 場　所　市民センター 調理室

● 対象者　16 歳以上の人

※小学校高学年以下の子どもを同伴

することはできません。

● 講　師　川原真紀さん

● 定　員　10 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 材料費　3,000 円（４回分）

● 応募期限　11 月 20 日（金）

↑切り取り線

Ｑ.『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』（毎月 15 日発行）を読んでいますか？

　　□に✓をつけてください。

　　□毎回読んでいる　□時々読んでいる　□ほとんど読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？　□に✓をつけてください（複数回答可）。

【広報伊万里】　□すべて

　　□表紙　□特集　□インフォメーション・伊万里　□市長雑感　□教育と文化　

　　□スポーツ　□みんなの広場　□ほがらかページ

　　□伊万里のレシピ　□わが家のアルバム　□伊万里のやんぐ・ウォーカー

　　□くらしのチャンネル　□裏表紙　□編集室から

【市役所だより】□すべて

　　□お知らせ、ぼしゅう、しけん　□こんにちは図書館です　□保健コーナー

Ｑ . もっと取り上げてほしいことや広報紙についてのご意見など、自由に記入してください。

表面・裏面の両方に記入

し、52 円切手を貼
は

って

郵送するか、市役所総合

案内や各町公民館、市民

図書館に設置している

『広報紙へのご意見回収

袋』へ入れてください。

※回収袋に入れる場合、

切手は不要です。

※郵送の場合、回答期限

はありません。

【 回収袋設置場所 】
市役所総合案内、各町公
民館（伊万里・牧島・大坪・
立花・大川内・黒川・波
多津・南波多・大川・松
浦・二里・東山代・山代）、
市民図書館

市民センター カルチャー体験講座　　受講者募集
● 申込・問合先　市民センター（ 　 ☎㉒３９１１、　　㉒４９１１）FAX

市民センターでは、次のカルチャー体験講座を開催します。あなたも気軽に参加してみませんか。

● 日　程【全４回】

　１月 19 日（火）、26 日（火）、

　２月２日（火）、９日（火）

● 時　間　午後６時 30 分

～８時 30 分

● 場　所　市民センター クラフト室

● 対象者　年齢・性別は問いません

● 講　師　前川朱美さん

● 定　員　10 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 材料費　2,000 〜 3,000 円

（４回分）

● 応募期限　12 月 18 日（金）

あなたの好きな花を作ってみませんか

アメリカンフラワー教室

● 日　程【全４回】

　平成 28 年１月９日（土）、

　16 日（土）、23 日（土）、

　30 日（土）

● 時　間　午後１時～２時 15 分

● 場　所　市民センター 

トレーニングルーム

● 対象者　年齢・性別は問いません

※医師から運動を止められている人

は参加できません。

● 講　師　吉武　亮さん

● 定　員　20 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 応募期限　12 月 28 日（月）

運動初心者のための

ウォーキングとストレッチ

卵・乳製品・白砂糖を使わない

ナチュラルスイーツ教室
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■土地について
▷販売区画・面積・価格
 • 区画番号  行政 4-1

　面積 383.18 ㎡（約 116 坪）・価格 10,997,266 円
 • 区画番号  行政 4-2

　面積 366.02 ㎡（約 110 坪）・価格   9,699,530 円
▷土地の所在　伊万里市立花町字萱村地内（左図参照）
▷土地の状況　都市計画区域内　第一種中高層住居専用地域
　建ぺい率 60 ㌫、容積率 200 ㌫、上・下水道完備、都市

ガス有り

■抽選について
▷抽選分譲参加申込期間
　　　　　　　11 月９日（月）～ 12 月４日（金）
▷抽選会日時　12 月 21 日（月）午後２時
　　　　　　　（受付）午後１時 15 分
▷抽選場所　　伊万里市役所　大会議室

■申し込みについて
▷申し込みに必要な書類（各１通）
 • 立花台地第２期開発地区宅地分譲申込書、市税納税証明書、
　誓約書
 • 運転免許証または健康保険証の写し（個人の場合）
 • 法人登記簿謄本（法人の場合）

※分譲申込者の資格や、分譲・申し込みの条件、抽選方法な
どの詳細は、問い合わせてください。

※新規分譲地以外の既存分譲地については、随時購入者を募
集しています。

位置図

市では、新たに造成した２区画を抽選により分譲します。購入希望者は、必要書類を添えて申し込んでください。

区画図

【平成27年10月20日現在】

● 申込・問合先　都市開発課都市計画係（　 ☎㉓２４７６）

立花台地第２期開発地区分譲地　購入者募集

↑改築工事（北校舎）と改修工事（南校舎など）が完了した二里小学校の全景

　
30
日
に
は
、
全
校
生
徒
や
関
係

者
な
ど
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て

落
成
式
が
行
わ
れ
、
児
童
を
代
表

し
て
６
年
の
川
原
正ま
さ

臣お
み

さ
ん
が

「
気
持
ち
も
新
た
に
、
新
し
い
校
舎

に
恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
９
月
、
二
里
小
学
校
校
舎
な
ど

の
改
築
お
よ
び
改
修
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
旧
校
舎
は
、
北
校
舎

が
昭
和
40
〜
42
年
、
南
校
舎
が
昭

和
45
〜
48
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
い
ず
れ
も
40
年
以
上
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
診
断

で
改
築
や
改
修
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
工
事

が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
北
校
舎
（
３
階
建
て
）
や

南
校
舎
（
一
部
鉄
骨
造
、
２
階

建
て
）
の
ほ
か
、
体
育
館
横
に
屋

外
ト
イ
レ
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
延

べ
床
面
積
４
４
６
５
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
総
事
業
費
は
、
約

12
億
２
８
０
０
万
円
で
す
。

　
校
舎
は
、
南
北
２
棟
が
中
庭
を

中
心
に
並
立
し
て
お
り
、
北
校
舎

１
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
天
井

部
分
ま
で
の
吹
き
抜
け
を
採
用
す

る
な
ど
、
一
体
感
と
ゆ
と
り
が
あ

る
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
屋
上
を
平
ら
に
設
計
し
、
そ
こ

に
通
じ
る
外
階
段
も
設
置
し
た
ほ

か
、
段
差
解
消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

完
備
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

二
里
小
学
校
校
舎
が
落
成

新
校
舎
で
児
童
の
気
持
ち
も
新
た
に
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中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

李リ 

娜ナ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト 

⑥ 

↑住宅用火災警報器などの交付を
受けた松浦町区長会の皆さん

　
９
月
17
日
、
一
般
社
団
法
人
全

国
消
防
機
器
協
会
か
ら
、
松
浦
町

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
１
０
０
個

と
住
宅
用
消
火
器
25
本
、
防
炎
エ

プ
ロ
ン
・
ア
ー
ム
カ
バ
ー
25
組
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
協

会
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ

で
、
住
民
の
住
宅
防
火
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
松
浦
町
で
は
、
高

松
浦
町
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
交
付

協
働
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
山
代

町
鳴
石
区
が
整
備
を
進
め
て
い
た
屋

外
放
送
設
備
の
更
新
と
自
治
公
民

館
の
机
・
椅
子
の
購
入
が
、
９
月

末
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
や
緊
急
時
に
お
け

る
的
確
な
情
報
伝

達
が
可
能
に
な
る

と
と
も
に
、
自
治
公
民
館
で
の
サ
ロ

ン
事
業
な
ど
が
充
実
し
、
地
域
住

民
の
安
全
確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や

活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た

め
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
を
広
報
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

齢
者
の
み
の
世
帯
に
重
点
的
に
配

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鳴
石
区
に
放
送
設
備
な
ど
を
整
備

住
民
の
安
全
確
保
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

↑
更
新
さ
れ
た
屋
外
放
送
設
備
（
上
）

と
購
入
さ
れ
た
机
・
椅
子
（
下
）

　
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
本
当

に
早
く
、
１
年
間
の
公
務
研
修

も
と
う
と
う
修
了
と
な
り
ま

し
た
。
伊
万
里
で
の
１
年
を
振

り
返
っ
て
見
る
と
、
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
充
実
し
た
研
修
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
の
伝
統
文
化
や
、

風
習
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
自
身
が
豊
か
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
職
場
で
は
、
上
司
や
同
僚

た
ち
か
ら
親
切
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
庁
内
各
部
署
を
回
っ

て
、
業
務
内
容
を
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の

行
政
組
織
と
仕
事
の
流
れ
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
職
員
た
ち
の
仕
事
に
対
し

て
の
熱
心
さ
や
ま
じ
め
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。
現
地
視
察

に
も
行
き
ま
し
た
。
七
ツ
島

工
業
団
地
や
大
川
梨
選
果
場
、

大
川
浄
水
場
、
伊
万
里
向
陽
園

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
中
国

語
教
室
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
通
し
、
私
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
の

熱
心
に
勉
強
す
る
姿
を
見
て
、

と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。
伊

万
里
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
で
は
、

総
踊
り
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

大
川
内
山
の
景
色
は
、
ま
る

で
中
国
の
山
水
画
の
よ
う
で
、

そ
こ
に
は
高
い
技
術
で
作
ら

れ
た
鍋
島
焼
が
あ
り
ま
す
。
私

も
、
こ
の
美
し
い
磁
器
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
こ
伊
万
里
で

学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
や
仕
事
に
生
か
し
、
伊

万
里
の
魅
力
を
大
連
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
別
れ
は

と
て
も
名
残
惜
し
い
で
す
が
、

い
つ
か
ま
た
会
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
大
連
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
来
訪
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

１年間の公務研修を終えて

李
リ

  娜
ナ

 さんが中国・大連 に 帰国

伊万里の皆さん、
また会いましょう

再サ
イ 

見
チ
エ
ン

！

〜最終回〜
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日
本
に
は
、
地
域
の
自
然
や

気
候
、
風
土
な
ど
に
強
い
影
響

を
受
け
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
き

た
民
謡
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
民
謡
を
通
じ
て
、
地
域
文

化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
民

謡
平
成
会
の
会
主
・
渕ふ

ち 

英え
い

詔し
ょ
う

さ

ん
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

に
残
る
民
謡
を
発
掘
す
る
か
た

わ
ら
、
子
ど
も
や
多
く
の
お
弟

子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
る
な
ど
、

民
謡
の
伝
承
・
普
及
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
民
謡
平
成
会
の

発
足
20
周
年
を
記
念
し
た
発
表

会
が
市
民
会
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
７
時
間
に
及
ぶ
演
目
を

私
も
じ
っ
く
り
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
渕
さ
ん
と
交

流
が
あ
る
多
く
の
民
謡
歌
手
や

指
導
者
な
ど
が
県
内
外
か
ら
駆

け
つ
け
、
民
謡
、
舞
踊
、
歌
謡

な
ど
を
披
露
さ
れ
、
ま
さ
に
圧

巻
の
一
語
で
し
た
。
ま
た
、
岡

山
県
の
『
宮
坂
流
津
山
』
の
踊

り
を
は
じ
め
、
渕
さ
ん
の
愛ま

な

弟

子
で
伊
万
里
市
出
身
の
演
歌

歌
手
で
あ
る
池
田
輝て

る

郎お

さ
ん
や

力
武
杏あ

ん

奈な

さ
ん
な
ど
が
華は

な

を
添

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
謡
平
成
会
は
、
会
員
数

１
６
０
人
を
誇
る
九
州
有
数
の

団
体
で
す
。
渕
さ
ん
直
伝
の
会

員
さ
ん
が
、
全
国
規
模
の
大
会

な
ど
で
優
勝
や
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
を
果
た
さ
れ
て
お
り
、
伊
万

里
の
名
を
全
国
に
轟

と
ど
ろ

か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

民
謡
は
、
古
来
か
ら
人
々
の

生
活
や
地
域
の
風
土
の
中
で
育

は
ぐ
く

ま
れ
た
伝
統
芸
能
そ
し
て
民
俗

文
化
で
あ
り
、
ま
さ
に
『
ふ
る

さ
と
の
宝
』
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
後
世
に
伝
承
す
べ
き
芸
道

で
も
あ
り
ま
す
。
改
正
教
育
基

本
法
で
は
、
教
育
目
標
に
『
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
国
と
郷

土
を
愛
す
る
』
こ
と
が
示
さ
れ
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
中
学
校
の

音
楽
科
の
教
材
に
民
謡
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
民
謡
平

成
会
20
年
の
歩
み
は
、
渕
さ
ん

の
民
謡
を
通
じ
た
芸
道
の
発
掘

と
伝
承
の
輝
か
し
い
軌
跡
で
あ

り
、
こ
の
伊
万
里
の
地
に
民
謡

平
成
会
が
根
付
か
れ
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
渕
先

生
は
、
伊
万
里
の
宝
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
私
た
ち
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
民
謡
の

普
及
・
発
展
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

民　

謡
市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
９
月
23
日
、
市
役
所
車
庫
前
で

開
催
さ
れ
た
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
環
境
美
化
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全
や

美
化
に
関
す
る
活
動
を
継
続
し
て

行
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
個
人
や

団
体
を
『
環
境
保
全
お
よ
び
美
化

に
関
す
る
功
労
者
』
と
し
て
、
平

成
10
年
度
か
ら
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
個
人
２
人
と
２

団
体
を
表
彰
し
、
塚
部
芳
和
市
長

が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

↑リサイクルフェアで、所狭しと並ぶ物品の中
からお目当ての品を買い求める来場者

【
個
人
表
彰
】

●

大
川
内
ハ
ツ
ノ
さ
ん
（
木
須
東
）

●

桑
本
　
俊
策
さ
ん
（
白
野
）

【
団
体
表
彰
】

●

板
木
老
人
ク
ラ
ブ
（
波
多
津
町
）

●

渚
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
立
花
地
区
）

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
は
、

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
生
活
用
品

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
市
内
23
の
個
人
や

団
体
が
出
店
。
日
用
雑
貨
や
衣
類
、

陶
磁
器
な
ど
の
掘
り
出
し
物
が
格

安
で
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、
会
場

は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
20
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

↑長年、地域の環境美化に貢献している受賞者の皆さん

　
10
月
21
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た

佐
賀
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
式

に
お
い
て
、
市
交
通
対
策
協
議
会

が
『
優
良
市
町
交
通
対
策
協
議
会

表
彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
26
年
度
に
お
け
る
交
通

安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
（
交
通

事
故
の
防
止
や
飲
酒
運
転
の
根
絶

な
ど
）
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、こ
の
日
の
表
彰
式
で
は
『
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
』
も
行
わ
れ
、

高
森 

保
た
も
つ
さ
ん
（
新
天
町
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
高
森
さ
ん
は
、
平

成
７
年
か
ら
21
年
ま
で
14
年
７
か

月
に
わ
た
っ
て
市
交
通
安
全
指
導

員
を
務
め
ら
れ
、
毎
日
の
街
頭
指

導
や
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
室

で
の
講
話
な
ど
を
通
し
て
、
市
民

の
交
通
事
故
の
防
止
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

↑受賞を喜ぶ市協議会担当者

平
成
27
年
度
佐
賀
県

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

市
交
通
対
策
協
議
会
が

受
賞
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【下表：市の記号説明】
 ▷全国との比較（左側：桃色枠 　　）　◎：上回っている 　ー：同程度 　△：下回っている
 ▷県との比較　（右側：白　枠　　 ）　○：上回っている 　ー：同程度 　▲：下回っている　※ 同程度とは 0.4% 以内の開き

平成 27 年度全国学力・学習状況調査結果

１ 学力調査（平均正答率）

※ 本調査は、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面を示すものです。

  小学校（第６学年）

国　語 算　数
理　科

Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）
全　国 70.0% 65.4% 75.2% 45.0% 60.8%

県 70.4% 64.6% 74.6% 43.7% 61.0%
市 ◎ ○ ー ○ ー ー ◎ ○ ー ー

  中学校（第３学年）

市は、すべての教科区分で、全国・県を下回りました。特に、
理科は、知識・活用ともに大きな課題がありました。領
域別では、国語は『書くこと』、数学は『図形』に大きな
課題がありました。

市は、全国と比べると、国語Ａと算数Ｂが上回り、その
ほかは同程度でした。県と比べると、国語Ａと国語Ｂ、
算数Ｂが上回り、そのほかは同程度でした。

２ 質問紙（生活・意識）調査

▷全国・県との比較で良好だった項目
  • 将来の夢や目標を持っている。
  • 地域の行事に参加している。
▷全国・県との比較で課題がある項目
  • 地域や社会で起こっている問題や出来事への関心が薄い。
  • 400 字詰め原稿用紙２〜３枚の感想文や説明文を書く
　ことを難しいと思う。
  • 平日や土・日曜日の勉強時間（塾を含む）が少ない。
  【学校の授業以外の１日の勉強時間（塾を含む）】

▷全国・県との比較で良好だった項目
  • 毎日同じくらいの時刻に寝たり起きたりしている。
  • 学校図書館や地域の図書館に行っている。
  • 地域の行事に参加している。
▷全国・県との比較で課題がある項目
  • 友達の前で自分の考えや意見を発表することが不得手。
  • テレビの視聴時間が長い。
  • 平日や土・日曜日の勉強時間（塾を含む）が少ない。
  【学校の授業以外の１日の勉強時間（塾を含む）】

■授業改善と学習内容の定着
▷基礎基本のさらなる定着に向け、調査結果を分析し、各学校の児童・生徒の課題や実態に応じた授業づくりに努める。
▷知識・技能などを活用する力や、思考力・判断力・表現力を高める指導の充実に努める。
▷児童・生徒の学ぶ意欲を高め、主体的・協働的な学習を推進する。
■学習・生活習慣の改善
▷学習内容の定着につながる、授業と結び付けた効果的な家庭学習を推進する。
▷『テレビ消し  早寝  早起き  朝ごはん』のスローガンのもとに、中学校区ごとに小・中共通した約束ごとを決め、学習・

生活習慣の確立を図る。

▷『家
うちどく

読』や『朝読書』を推進することにより、読書に親しむ機会を増やし、読書の習慣を身に付け、読解力を育
はぐく

むとともに、
家庭団らんの一助とする。

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

４月 21 日に実施された平成 27 年度全国学力・学習状況調査の結果が、文部科学省から公表されました。
市の概況についてまとめましたので紹介します。なお、本調査結果については、市内の各小・中学校におい
て分析し、課題を明らかにして具体的な対応策を考え、全職員の共通理解のもとで実践に移しています。

■学年・教科など
▷小学校 第６学年：国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、理科、質問紙（生活・意識など）
▷中学校 第３学年：国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ、理科、質問紙（生活・意識など）
■設問内容（A と B の違い）
▷Ａ（知識）：身に付けておかなければ、あとの学年で影響を及ぼす内容、 実生活において不可欠である知識・技能など
▷Ｂ（活用）：知識・技能などを実生活で活用する力、 課題解決のための構想を立てて実践し、評価・改善する力など

調査内容

調査結果

３ 今後も市として力を入れていくこと

平　日 土・日曜日
１〜２時間 ２時間以上 ２〜３時間 ３時間以上

全　国 33.3％ 35.7％ 24.0％ 17.7％
県 36.6％ 30.1％ 25.0％ 12.8％
市 38.6％ 21.0％ 21.3％   5.1％

平　日 土・日曜日
１〜２時間 ２時間以上 ２〜３時間 ３時間以上

全　国 37.0％ 25.7％ 12.6％ 11.9％
県 39.0％ 20.7％ 13.1％   8.9％
市 39.7％ 16.6％ 11.3％   7.4％

● 問合先　学校教育課 (　 ☎㉓３１８５)

国　語 数　学
理　科

Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）
全　国 75.8% 65.8% 64.4% 41.6% 53.0%

県 73.9% 63.3% 61.7% 38.6% 49.6%
市 △ ▲ △ ▲ △ ▲ △ ▲ △ ▲
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人
間
に
一
番
近
い
動
物
は
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
約

７
０
０
万
年
前
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

と
の
共
通
祖
先
か
ら
分
岐
し
、
人

類
は
誕
生
し
ま
し
た
。
お
互
い
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
わ
ず
か
に
１
㌫
し
か
違

わ
な
い
そ
う
で
す
が
、
そ
の
違
い

に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
で
行

わ
れ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
２
匹
に
よ

る
実
験
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
Ａ
の
檻お
り

の
前
に
は

長
い
棒
を
置
き
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

Ｂ
の
檻
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

に
ジ
ュ
ー
ス
の
入
っ
た
容
器
を
置

き
ま
す
。
す
る
と
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

み
た
い
Ｂ
は
棒
を
渡
す
よ
う
に
要

求
し
、
Ａ
は
そ
れ
に
応
じ
ま
す
。

Ｂ
は
手
に
入
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
自

分
だ
け
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
の
実
験

を
繰
り
返
す
と
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
前
回
と
同
じ
く
Ｂ
が
棒
を
要

求
し
、
ジ
ュ
ー
ス
を
手
に
入
れ
て

飲
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
人
間
が
、
Ａ
あ
る
い
は

Ｂ
で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
で
し
ょ
う

か
。
相
手
の
心
を
汲く

ん
で
、
催
促

さ
れ
な
く
て
も
棒
を
渡
す
、
あ
る

い
は
棒
を
借
り
た
お
礼
に
ジ
ュ
ー

ス
を
少
し
分
け
て
あ
げ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
自
ら
進
ん
で

協
力
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
間
は
自
発
的
に
協
力
し
ま
す
し
、

協
力
し
な
け
れ
ば
、
過
酷
な
自
然

環
境
を
生
き
延
び
生
命
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
相

手
の
心
を
汲
み
取
る
能
力
が
発
達

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ

れ
て
き
た
『
心
遣
い
』、『
思
い
や

り
の
心
』
を
大
事
に
育
は
ぐ
く
み
、
一
人

一
人
の
心
に
思
い
を
馳は

せ
な
が

ら
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
努
め
た
い
も
の

で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２１９

相
手
の
心
を
思
う

　
10
月
11
日
、
南
波
多
町
で
『
府

招
の
浮
立
』
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
毎
年
10
月
の
第
２
日
曜
日

に
愛あ

た
ご宕
権ご

ん
げ
ん現
神
社
秋
ま
つ
り
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
浮
立
の

形
態
は
、
府
招
上
公
民
館
か
ら
神

社
ま
で
の
『
道
行
き
』
と
、
神
社

広
場
や
籠

こ
も
り
ど
う堂

で
行
う
『
本
浮
立
』

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
行
き
の
あ
と
行
わ
れ
た
本
浮

立
で
は
、
33
演
目
の
う
ち
15
の
演

目
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
参
観
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
府
招
の
浮
立
は
、
昭
和
43
年
に

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
昭
和
62
年
に
記
録
措
置
を

講
ず
べ
き
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
宕
権
現
神
社
秋
ま
つ
り
『
府
招
の
浮
立
』

洗
練
さ
れ
た
舞
い
で
参
観
者
を
魅
了

↑華やかな衣装を身にまとい、踊りながら愛
宕神社まで『道行き』する子どもたち

　
　
　

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
　
初
期
鍋
島
特
集
①

色い
ろ

絵え

杜
か
き
つ
ば
た若
文も

ん

三み
つ

足あ
し

付つ
き

皿ざ
ら

　
鍋
島
焼
と
は
、
江
戸
時
代
に

佐
賀
藩
鍋
島
家
が
将
軍
へ
の
献

上
や
、
幕
閣
・
大
名
・
公
家
へ

の
贈
答
の
た
め
に
特
別
あ
つ
ら

え
で
作
っ
て
い
た
最
高
級
磁
器

の
こ
と
で
、『
鍋
島
』
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
鍋
島
の

生
産
遺
跡
で
あ
る
大
川
内
鍋
島

窯か
ま

跡あ
と

を
整
備
す
る
た
め
に
、
そ

の
準
備
と
し
て
、『
初
期
鍋
島
』

（
１
６
５
０
年
代
〜
１
６
８
０

年
代
の
作
品
）
を
焼
い
て
い
た

日に
っ

峯ぽ
う

社し
ゃ

下し
た

窯
跡
な
ど
の
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ

リ
ー
ズ
は
、
こ
の
初
期
鍋

島
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
（
下
）
の
作
品
は
、

１
６
７
０
年
〜
１
６
８
０

年
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
皿
の
口
径
は
27
・
７

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
文

様
の
杜
若
の
葉
が
伸
び
や

か
に
描
か
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

　
た
だ
、
色
絵
が
染
付
の
輪
郭

の
中
に
正
確
に
描
か
れ
て
い
る

反
面
、
輪
郭
線
の
濃
淡
は
む
ら

が
あ
り
ま
す
。
１
７
０
０
年
代

以
降
に
な
る
と
、
線
の
濃
淡
は

安
定
す
る
こ
と
か
ら
、
初
期
鍋

島
で
は
、
輪
郭
線
へ
の
こ
だ
わ

り
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
器
が
全
体
的
に
偏
平

な
形
で
、
後
世
に
作
ら
れ
た
鍋

島
焼
と
比
較
す
る
と
浅
い
こ
と

も
、
初
期
鍋
島
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

『色絵杜若文三足付皿』
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まちの話題

みんなの広場

10.4

↓さわやかな秋空の下、新鮮な山海の幸をバーベキューで楽しむ来場者

強風に苦しみながらも必死に操船するろ漕ぎレースの出場者秋の夜空に咲いた花火

地元手作りのイベントで地域を活性化しよう

と、波多津漁港で『波多津みなと祭り』が開

かれました。この日、県内外から約 3,500 人

が訪れ、海・山の幸バーベキューや農水産物

販売のコーナーを満喫。海上では、ろ漕
こ

ぎレー

スやクルージングも催されるなど、終始、会

場内は大盛況となりました。また、辺りが闇

に包まれると、祭りのフィナーレを飾る花火

が夜空を華麗に彩り、来場者はぜいたくな秋

のひとときを心ゆくまで楽しんでいました。

　　　波多津みなと祭り新鮮な『山海の幸』に舌鼓

黒川町のイマリンビーチ付近の護岸で、県内合同水難救助訓

練がありました。これは、消防隊員の潜水技術の向上と応援・

連絡体制の強化を目的に、県消防長会が毎年実施している

もので、県内５消防本部から約 70 人が参加。親子連れの

事故を想定して訓練が開始されると、隊員は捜索役と収容

役に分かれ、手順を確認しながら機敏に行動していました。

↑遭難者に見立てた人形を協力して水中から引き揚げる参加隊員

　　　佐賀県内合同水難救助訓練かけがえのない命を救うために

二里町大里の国道 202 号で、飲酒運転根絶と事故防止を

呼び掛けるキャンペーンが行われました。この日は、塚部

芳和市長や伊万里警察署長のほか、市交通対策協議会や市

交通安全指導員会などから約30人が参加。伊万里梨が入っ

た袋と交通安全マスコット人形（市老人クラブ連合会 寄

贈）を配布しながら、運転手に安全運転を呼び掛けました。

↓車のフロントガラスにマスコット人形を付ける塚部芳和市長

　　　 交通安全（飲酒運転ナシ）キャンペーン伊万里梨（ナシ）で飲酒運転ナシ

10.2

9.18
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ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

↓稲穂を供えた祭壇に感謝の意を込め さかきの葉を置く中島さん

　　　平成27年度献穀田『抜穂式』丹精込めて育てた米が無事に実る
黒川町牟田の中島隆

たか

治
はる

さんが管理する献
けん

穀
こく

田（皇居への献

上米を栽培する田んぼ）で抜
ぬき

穂
ほ

式が行われました。これは、

今月の宮中行事・新
にい

嘗
なめ

祭への献納を前に米を収穫する儀式

で、市内から献穀田が選ばれたのは 12 年ぶりです。中島さ

んは、地元や関係者の支援を受けて４月から栽培。収穫し

た400㌔ほどの米から約1.5㌔を選
え

りすぐり献納されます。

9.26

　　　 宝くじ文化公演『お花のハナックの物語』ダンボール人形劇に家族で感動

10.18

　　　 鍋島藩窯秋まつり『献上の儀』首相に伝統技術の粋『鍋島』を献上

↓段ボールだけで作られたさまざまな動物たちが登場

市民センターで、ボランティアまつりが開催されました。

これは、市民との交流を通じてボランティア活動を啓発・

推進しようと、市ボランティア連絡協議会などが毎年この

時期に開催しているものです。踊りやバンド演奏などのス

テージ発表のほか、会場内には多彩な催しや展示・体験コー

ナーなどが設けられ、家族連れなどでにぎわっていました。

↑アイマスクをして目が見えないことの大変さを実感する参加者

　　　 第 11 回ボランティアまつり〜ふれあい広場〜みんなで広めよう支えあいの輪
10.11

伊万里鍋島焼協同組合による『献上の儀』が首相官邸で行わ

れ、酒器『色絵鍋島文
もんようづく

様尽し瓶
へい

子
し

』が安倍晋三首相に献上

されました。これは、『鍋島』を将軍家などへ献上していた

先人の偉業に感謝し、伝統技法を継承していくため、平成

元年から城がある自治体の長などに贈っているもので、今回

有田焼創業 400 年を前に、初めて首相に贈られたものです。

↑安倍首相に瓶子を献上した伊万里鍋島焼協同組合の皆さん

10.14

宝くじの助成金を活用して、市民センターで宝くじ文化

公演『お花のハナックの物語』が上演されました。これは、

平
たいら

  常
じょう

さんによる段ボールを使った創作人形劇で、主人公

ハナックが、さまざまな出会いを通して自分の魅力を再

認識していく物語です。家族連れの参加も多く、会場か

らは子どもたちの歓声や大きな拍手が送られていました。
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９
月
18
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
市
民
の

無
事
故
を
願
い
丹
念
に
作
っ
た
交

通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
４
０
０

↑選手宣誓を行う今岳
Ｂチームの樋渡さん

↑ホールインワンを達成して盛り
上がる出場者

個
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
今
年
で
23
回
目
。
井
手
恭き
ょ
う
こ子
副

会
長
ほ
か
４
人
が
来
庁
し
、
塚
部

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で

順
次
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
10
月
８
日
、
国
見
台
球
技
場
で
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
レ
デ
ィ
ー

ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
ま
で

の
シ
ル
バ
ー
体
育
大
会
に
代
わ
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
女
性
が
活
躍
す
る

場
を
つ
く
り
、
市
老
連
事
業
へ
の

参
加
の
促
進
と
組
織
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
会
に
は
60
チ
ー
ム
、
約
４
０
０

人
が
出
場
し
、
開
会
式
で
は
、
大
坪

町
の
今
岳
Ｂ
チ
ー
ム
の
樋
渡
ア
キ

子
さ
ん
が
、「
熟
女
パ
ワ
ー
全
開
で
、

マ
ナ
ー
を
守
り
な
が
ら
楽
し
く
プ

レ
ー
し
ま
す
」と
宣
誓
。
女
性
な
ら

で
は
の
和
や
か
な
雰
囲
気
で
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
大
会

の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
　
勝  

里
　
　
（
東
山
代
町
）

▽
準
優
勝  

長
　
浜
（
東
山
代
町
）

▽
３
　
位  

福
寿
会
（
伊
万
里
地
区
）

↑「今年の出来栄えも上々」と笑顔を見せる市老人ク
ラブ連合会の皆さん（右から２番目が井手副会長）

マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
寄
贈
、
女
性
だ
ら
け
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

あ
ふ
れ
る
女
性
た
ち
の『
優
し
さ
』と『
パ
ワ
ー
』

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

人
形
を
寄
贈

第
１
回
レ
デ
ィ
ー
ス

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
もお元

気
で

変か
わ

り
な
き 

介か
い

護ご

の
く
ら
し 

木こ

の
葉は

髪が
み

其そ

ち

こ

ち

処
此
処
に 

働
は
た
ら

く
農の

う

夫ふ

は 

じ
じ
と
ば
ば

　
　
　
　
　
　
　
　 

秋あ
き

の
棚た

な

田だ

は 

芒
す
す
き

が
原は

ら

に

伊
万
里
白
露
短
歌
会

中な
か
く
ら倉

　
文ふ
み

枝え

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

久ひ
さ
と
み富

千ち

え

こ

栄
子

れ
た
の
が
馴な

れ
初
め
だ
と
か
。

　
ま
た
、
和
裁
を
し
な
が
ら
歌
を

口
ず
さ
む
の
が
好
き
で
、
ご
近
所

か
ら
は
「
カ
ラ
ス
は
鳴
か
ず
と

も
、
文
子
さ
ん
が
歌
わ
な
い
日
は

な
い
」
と
評
さ
れ
た
ほ
ど
。
70
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
家
族
に
誘
わ

れ
て
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に
通
う
よ
う

に
な
り
、
93
歳
ま
で
発
表
会
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
活
発
で
性
格
も
明
る
い
文
子
さ

ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
自
分
が

や
り
た
い
事
を
や
る
こ
と
』。
何

で
も
挑
戦
し
た
り
、
好
き
な
お
肉

や
う
な
ぎ
を
食
べ
た
い
と
思
っ
た

ら
我
慢
し
な
い
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
、
市
長
に
メ
ダ
ル
を
か

け
て
も
ら
う
と
、
集
ま
っ
た
家
族

や
親
戚
、
友
人
に
祝
福
さ
れ
、
目

に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
幸
せ
を
噛か

み
し
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
河
島
文ふ
み

子こ

さ
ん
を
、
10
月

19
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
訪
問
し
、

記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
文
子
さ
ん
は
、
母
親
が
着
物
の

行
商
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
若
い
こ
ろ
か
ら
和
裁
が
得
意

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ご
主
人
も
、

文
子
さ
ん
の
腕
前
と
、『
里
小
町
』

と
言
わ
れ
た
美
し
さ
に
ほ
れ
込
み
、

着
物
の
注
文
を
口
実
に
毎
日
通
わ

河島 文子さん
（東山代町里）
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市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（  　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No.20

『伊万里の食を豊かに』実行委員会発行
『伊万里食三昧』より

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

子どももおいしく食べられる大根のおかず

牛肉・豚肉の大根巻き

材　料（５人分）
▷牛肉の大根巻き
・牛肉薄切り（200グラム）
・大根のかつらむき
（５×15 センチ：13 本）
・水（100cc）
・調味料【砂糖（大さじ１

と 1/2）、しょうゆ（大
さじ２）、酒（大さじ２）、
しょうが（10 グラム）】

▷豚肉の大根巻き
・豚肉ロース薄切り（※）
・大根のかつらむき（※）
・水（※）
（※）量はそれぞれ左に同じ
・調味料【砂糖（大さじ１）、

しょうゆ（大さじ１）、酒（大
さじ２）、みそ（大さじ１）、
しょうが（10 グラム）】

①かつらむきにした大根をしんなりするまでゆでる。
②①の大根を広げた上に肉を載せ、一緒にくるくると巻

き、つまようじで留める。
③水と調味料を入れた鍋に②を入れ、汁が無くなるまで

中火で煮る。
※ 牛肉・豚肉とも同じ作り方です。

家族みんなで楽しい食卓づくり　休日は、家族で一緒に食事をする時間が作りやすいのではないでしょうか。
みんなで食卓を囲むことで、いつもより会話がはずみ、家族のコミュニケーションが深まります。また、親子
で一緒に料理を楽しむことで、食べ物への興味が広がり、好き嫌いを無くすきっかけにもなります。家族がそ
ろいやすい休日こそ、楽しい食卓を。

作り方など

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
車
を
整
備
・
購
入
さ
れ
る
お
客
様

の
受
け
付
け
や
電
話
応
対
で
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
　
イ
ベ

ン
ト
時
に
、お
客
様
を
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
お
客
様
へ
の
配
慮
や
心
遣
い
を

忘
れ
ず
、
何
事
に
も
冷
静
に
応

対
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
　

　
持
ち
前
の
明
る
さ
を
生
か
し
て

職
場
を
盛
り
上
げ
ま
す

◇
趣
　
味
　
温
泉
巡
り
♨

◇
特
　
技
　
懸
　
垂
♡

◇
市
民
へ
一
言 

当
社
は
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
高
さ
に
自
信
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

多久島 央
おう

輝
き

さん

★健
けん

志
じ

・亮
りょう

子
こ

さんの長男

★東山代町長浜

(     )５歳
６か月

　
ぼ
く
は
外
で
鬼
ご
っ
こ
や
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
の
が
大
好
き
♬
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
お
な
か
が
す
い
た
ら
お
母

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
お
い
し
い
う

ど
ん
を
食
べ
た
く
な
る
ん
だ
★
最
近

将
棋
も
始
め
た
よ
♪
い
つ
か
お
父
さ

ん
に
勝
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
☆

　
妹
思
い
で
優
し
い
央
輝
く
ん
♥
保

育
園
で
の
出
来
事
も
た
く
さ
ん
話
し

て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
♪
こ

れ
か
ら
も
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね

(^^)

牧瀬 愛
め

生
い

 さん

◆ マツダオートザム伊万里
（二里町）

◆ 平成 26 年 11 月 入社

(26 歳・松島 )

伊万里の

やんぐ・ウォーカー
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◆
上
位
成
績

【
男
　
子
】

▽
優
　
勝
　
伊
万
里

▽
準
優
勝
　
南
波
多

【
女
　
子
】 

▽
優
　
勝
　
大
　
坪

▽
準
優
勝
　
波
多
津

◆
市
内
チ
ー
ム
の
主
な
成
績

【
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
】

▽
優
　
勝
　
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
Ｔ
Ｔ
Ｃ
‐
Ａ

▽
３
　
位
　
伊
万
里
Ｔ
Ｔ
Ｃ
‐
Ｂ

【
男
子
B
ク
ラ
ス
】　

▽
優
　
勝
　
滝
野
中
学
校

▽
３
　
位
　
伊
万
里
中
学
校

【
女
子
A
ク
ラ
ス
】

▽
３
　
位
　
伊
万
里
Ｔ
Ｔ
Ｃ

　
　
　
　
　
伊
万
里
レ
デ
ィ
ー
ス

【
女
子
B
ク
ラ
ス
】

▽
準
優
勝
　
啓
成
中
学
校
Ａ

▽
３
　
位
　
伊
万
里
農
林
高
校
Ｃ

◆
市
内
選
手
の
主
な
成
績

▽
３
　
位
　
川
﨑
　
浩
輔

（
立
花
台
二
丁
目
）

11 月の町民スポーツ

11 月の市民スポーツ

１日（日）
● 黒川町内一周駅伝競走大会　
　午前９時開会　黒川町内
● やってみゅーだ 2015 in 大川町
　東京眉山会旗大川町ジュニア駅伝

大会、佐賀県玉入れ選手権　
　午前９時開会　大川町内
● 松浦町内一周駅伝大会　
　午後１時30分開会　松浦町内
８日（日）
● 大川内町内一周駅伝大会
　午前８時15分開会　大川内町内
● 南波多町子ども会

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　南波多小学校
● 大川町内一周駅伝大会
　午前９時開会　大川町内
● 波多津町内一周駅伝競走大会
　午後１時30分開会　波多津町内
15 日（日）
● 東山代町民駅伝競走大会
　午前９時開会　東山代町内
● 牧島公民館まつり駅伝大会
　午前９時25分開会　牧島地区内
● 二里町民駅伝大会
　午後１時開会　二里町内
22 日（日）
● 山代町民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　山代東小学校

１日（日）
● 秘窯の里伊万里ラージボール卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
１日（日）、３日（火・祝）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
▷１日：午前10時試合開始　
▷３日：午後１時30分試合開始　

国見台野球場
３日（火・祝）
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時30分開会　国見台庭球場
● ベースボールフェスタ in 伊万里
　（伊万里ケーブルテレビジョン旗争奪少

年野球大会、市長旗争奪伊万里地区高
等学校野球秋季大会の２大会の決勝戦）

　午前10時試合開始　国見台野球場
７日（土）
● 環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか
23 日（月・祝）
● 魅力あふれる夢のまち 

伊万里ウオーク 2015
　市内一円（スタート・ゴールは国見台

陸上競技場）
▷伊万里湾岸・はちがめコース（約20㌔）
　午前８時受付　午前９時スタート
▷秘窯の里・鍋島コース（約11㌔）
　午前８時受付　午前９時スタート
▷古伊万里コース（約６㌔）
　午前９時受付　午前10時スタート
26 日（木）
● 市協会杯争奪ゲートボール大会
　午前８時30分開会　国見台球技場
29 日（日）
● 市内一周駅伝競走大会
　午前８時15分開会　市内一円
● 市剣道大会
　午前９時開会　国見台武道館

● 期　日　10 月 12 日（月・祝）　　● 場　所　国見台陸上競技場

第35回国見台陸上競技カーニバル

【男　子】
● 小学６年 100ｍ
　13秒65     幸松侑亜（山代東陸上クラブ）
● 小学５年 1000ｍ
　３分29秒34     髙木優作

（山代東陸上クラブ）
● 小学６年 1000ｍ
　３分17秒23     平山遊源（ＩＲＲＣ）
● 中学 3000ｍ
　９分29秒43     小島勇気（青嶺中）
● 一般・高校 100ｍ
　11秒33           小柳拓郎（伊万里高）
● 一般・高校 走幅跳
　５ｍ27            鶴田雅己（伊万里高）
● 一般・高校 やり投
　44ｍ86           坂本俊樹（伊万里高）
● 共通 400ｍ
　51秒27           堀田侑冶（敬徳高）
● 共通 1500ｍ
　４分13秒10     中尾浩司（伊商高）
● 中学 ４×100ｍリレー
　48秒03           伊万里中Ａ

      （岩本源、山本和、岸川遥、池田嵐）
● 一般・高校 ４×100ｍリレー
　44秒14           伊万里高Ａ

      （岸川大、小柳拓、山口峻、岩野宗）

● 共通 ４×400ｍリレー
　３分34秒36     伊万里高Ａ

      （岩野宗、小柳拓、山口峻、横田健）

【女　子】
● 小学５年 800ｍ
　２分38秒60     堀田佳奈

（伊万里三香クラブ）
● 小学６年 800ｍ
　２分39秒84     久間亜弥乃

（伊万里三香クラブ）
● 中学 800ｍ
　２分23秒06（大会新）山下莉穂

（青嶺中）
● 一般・高校 100ｍ
　13秒03（大会新）野口あゆみ

（伊万里高）
● 一般・高校 400ｍ
　62秒22        土井和香奈（伊万里高）
● 一般・高校 走幅跳
　４ｍ55            中島彩絵（伊万里高）
● 一般・高校 やり投
　28ｍ39           東島舞美（伊農林高）
● 共通 3000ｍ
　10分32秒76  松本陽向子（伊万里高）
● 一般・高校 ４×100ｍリレー
　50秒73           伊万里高Ａ

      （土井和、野口あ、中島彩、前田朋）

◆市内選手の上位成績（１位のみ）

●

期
　
日
　
10
月
12
日（
月
・
祝
）

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館
ほ
か

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会↑国見台体育館で行われた男子の試合（決勝戦）

の様子

●

期
　
日
　
９
月
13
日
（
日
）

●

場
　
所
　
国
見
台
弓
道
場

第
33
回
伊
万
里
正
鵠
会

         

弓
道
選
手
権
大
会

●

期
　
日
　
10
月
11
日
（
日
）

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

第
11
回
市
近
郊
卓
球
大
会
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種 目 区 分 氏名・学校名 記　録

男
　
　
子

総
　
合

優　勝 青嶺中学校Ａ 1 時間 04 分 26 秒

準優勝 啓成中学校 1 時間 08 分 09 秒

３　位 山代中学校 1 時間 09 分 21 秒

区
　
間
　
賞

１　区 小 島 勇 気 青嶺Ａ 12 分 38 秒

２　区 中 島 一 成 青嶺Ａ   9 分 31 秒

３　区 藤 本 竜 汰 青嶺Ａ   9 分 41 秒

４　区 森 野 大 樹 青嶺Ａ 10 分 01 秒

５　区 井 手 晃 大 青嶺Ａ   9 分 41 秒

６　区 松 本 一 晟 青嶺Ａ 12 分 54 秒

女
　
　
子

総
　
合

優　勝 青嶺中学校 43 分 57 秒

準優勝 西有田中学校 46 分 52 秒

３　位 伊万里中学校Ａ 46 分 54 秒

区
　
間
　
賞

１　区 山 口   遥 青　嶺 10 分 33 秒

２　区 山 下 莉 穂 青　嶺   7 分 12 秒

３　区 山 下 桃 香 西有田   7 分 38 秒

４　区 古賀絵莉香 西有田   7 分 38 秒

５　区 山 口   桜 青　嶺 10 分 46 秒

● 期  日　10月９日（金）　
● 場  所　伊万里ファミリーパーク周辺

伊万里市・西松浦郡中学校駅伝競走大会

種　目 学
年

男子１位 女子１位
氏　名 学校名 記　録 氏　名 学校名 記　録

100ｍ
６ 江 頭 千 裕 立　花 13 秒 3 大川内七奈 松　浦 14 秒 8
５ 中 島 秀 斗 伊万里 14 秒 7 石 竹 早 希 伊万里 15 秒 7
４ 堀 田 翔 太 大　川 15 秒 2 深 堀 心 結 立　花 15 秒 8

4×
 100ｍ

６

川 田 遼 太
山 口 透 和
深 堀 凌 雅
江 頭 千 裕

立　花 56 秒 4

中 島 百 香
林   咲 菜
古賀菜奈美
山 口   麗

伊万里 60 秒 0

５

藤 瀬 一 希
荒 木 太 陽
松 尾 陽 音
中 島 秀 斗

伊万里 59 秒 1

永 田 梨 乃
石 竹 早 希
田 代 莉 遠
堀 田 佳 奈

伊万里 61 秒 2

４

堀 田 翔 太
岡 本   陽
杉本翔二朗
鶴 田 晄 永

大　川 62 秒 9

吉 川 円 香
橋 口 季 桜
市 丸 美 羽
中 尾 仁 美

山代東 65 秒 1

持久走
1000ｍ

６ 山 本 祐 也 山代西 3分16 秒6 野口ののか 松　浦 2分40 秒4
５ 鶴 田 晃 大 南波多 3分25 秒3 堀 田 佳 奈 伊万里 2分37 秒6

走り
幅跳び

６ 幸 松 侑 亜 滝　野 457 ㎝ 多久島まい 伊万里 353 ㎝
５ 細石雅玖斗 大　坪 385 ㎝ 岩永こはる 立　花 337 ㎝

走り
高跳び

６
野 林 海 斗 山代西 120 ㎝

山 口 未 来 伊万里 116 ㎝
樋 口 涼 介 大　坪 120 ㎝

５ 松 尾 宥 汰 牧　島 115 ㎝ 兼 武   凜 東山代 112 ㎝

※ 走り高跳びは、同記録の場合、試技数により順位を決定

● 期  日　10月17日（土）    ● 場  所　国見台陸上競技場

第 47 回市小学校陸上運動大会

▽
１
０
０
㍍
　

　
１
位
　
松
本  

華
奈  

12
秒
85

　
３
位
　
山
木  

彩
加  

13
秒
16

▽
１
０
０
０
㍍
　

　
３
位
　
岡
島  

明
子
　

　
３
分
07
秒
09

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
１
位
　
伊
万
里
市
Ａ  

51
秒
50

▽
走
り
高
跳
び

　
２
位
　
馬
場  

美
里  

１
㍍
50

▽
砲
丸
投
げ
　

　
３
位
　
岩
永  

美
笛  

９
㍍
43

●
一
般
男
子  

３
　
位
（
市
の
部
）

●
一
般
男
子  

３
　
位
（
全
市
町
）

●
一
般
女
子  

２
　
位
（
全
市
町
）

●
一
般
男
子  

３
　
位
（
市
の
部
）

●
一
般
男
女  

３
　
位
（
全
市
町
）

●
一
般
男
子
Ａ 

２ 

位
（
市
の
部
）

●
一
般
男
子
Ｂ 

３ 

位
（
市
の
部
）

●
一
般
男
女
混
成
　

準
優
勝
（
全
市
町
）

●
一
般
女
子  

３
　
位
（
全
市
町
）

●
一
般
男
子
　

▽
29
歳
以
下 

50
㍍
平
泳
ぎ

　
１
位
　
池
田  

海
斗  

31
秒
65

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
自
由
形
　

　
３
位
　
仁
戸
田
匡
史  

12
秒
53

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
背
泳
ぎ
　

　
１
位
　
犬
塚  

雅
士  

13
秒
89

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
平
泳
ぎ
　

　
２
位
　
仁
戸
田
匡
史  

15
秒
43

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
２
位
　
犬
塚  

雅
士  

13
秒
28

▽
40
〜
49
歳 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
３
位
　
横
尾    

洋  

13
秒
66

●
一
般
女
子  

３
　
位
（
市
の
部
）

▽
29
歳
以
下 

25
㍍
自
由
形

　
１
位
　
脇
山
ま
り
も  

13
秒
07

▽
29
歳
以
下 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
１
位
　
脇
山
ま
り
も  

14
秒
08

▽
40
〜
49
歳 
25
㍍
背
泳
ぎ

　
２
位
　
米
岡  
智
子  

18
秒
68

▽
50
〜
59
歳 

25
㍍
平
泳
ぎ

　
２
位
　
岡
本  

展
代  
20
秒
43

▽
60
歳
以
上 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
２
位
　
通
谷  

和
子  

26
秒
16

●
一
般
男
子  

優
　
勝
（
市
の
部
）

▽
30
〜
39
歳 

１
０
０
㍍
　

　
３
位
　
仁
部  

智
之  

12
秒
03

▽
40
〜
49
歳 

１
０
０
㍍
　

　
３
位
　
上
田  

淳
嗣  

12
秒
65

▽
60
歳
以
上 

１
０
０
㍍
　

　
３
位
　
高
木    

昇  

14
秒
71

▽
１
５
０
０
㍍
　

　
２
位
　
古
賀  

慶
彦
　

　
４
分
08
秒
81

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
１
位
　
伊
万
里
市
Ｂ  

48
秒
05

　
３
位
　
伊
万
里
市
Ａ  

48
秒
78

▽
走
り
高
跳
び
　

　
２
位
　
山
口  

了
平  

１
㍍
60

▽
30
歳
以
上 

走
り
幅
跳
び
　

　
２
位
　
吉
﨑  

雅
樹  

５
㍍
50

▽
18
〜
29
歳 

三
段
跳
び
　

　
３
位
　
藤
　  

政
貴  

12
㍍
81

▽
40
〜
49
歳 

砲
丸
投
げ
　

　
１
位
　
尾
崎  

隆
之  

14
㍍
81

　
２
位
　
城
島    

誠  

12
㍍
94

　
３
位
　
堀
田  

宏
介  

12
㍍
61

●
一
般
女
子  

準
優
勝
（
市
の
部
）

第
68
回
県
民
体
育
大
会

伊
万
里
市
は
４
年
連
続
で
総
合
３
位
に
！

　
10
月
17
〜
18
日
の
２
日
間
、
鳥
栖
市
や
神
埼
市
な
ど
で
県
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
万
里
市
は
総
合
成
績
で
第
３
位
（
市
の

部
）
に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、
市
の
選
手
・
チ
ー
ム
の
上
位
成
績
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

水
　
泳

陸
上
競
技

サ
ッ
カ
ー

テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

弓
　
道

剣
　
道
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●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
療
育
手
帳
（
新
規
・

　
再
判
定
）
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
医
療
・
年
金
・
職
業
・
生

活
な
ど
に
関
す
る
相
談

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

　
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

●

申
込
期
限
　
11
月
27
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

　
福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

日
　
時
　
12
月
６
日
（
日
）

　
午
後
０
時
20
分
（
開
場
は
正
午
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

出
演
団
体
　
伊
万
里
中
学
校
吹

　
奏
楽
部
ほ
か
市
内
で
活
動
し
て

　
い
る
器
楽
、
合
唱
な
ど
17
団
体

●

入
場
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

●

申
込
・
問
合
先

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

●

期
限
・
時
間
　
11
月
29
日
（
日
）

　
ま
で
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館
（
23
日
を
除
く
）

●

場
　
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館

●

内
　
容
　
村
岡
　
一
さ
ん
（
伊

　
万
里
の
美
術
家
）
の
絵
画
・
彫

刻
の
展
示
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
（
11
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
）

●

問
合
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
　
☎
㉒
７
１
０
７
）

●

期
限
・
時
間
　
11
月
８
日
（
日
）

　
ま
で
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
11
月
２
日
（
月
）
は
休
館

●

場
　
所
　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー
（
西
駅
ビ
ル
２
階
）

●

内
　
容
　『
清
涼
な
う
つ
わ
　

　
鍋
島
焼
、
古
伊
万
里
』
展

●

問
合
先
　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー
（
　
☎
㉒
２
２
６
７
）

●

日
　
時
　
12
月
７
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で

　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
い

て
、
女
性
や
若
者
の
参
画
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●

日
　
時
　
11
月
25
日
（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
講
　
演

▽
演
　
題
　
は
ぐ
く
も
う
！ 

社
会

　
を
変
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー
〜
あ
な

た
に
伝
え
た
い
３
つ
の
こ
と
〜

▽
講
　
師
　
盛
　
泰
子
さ
ん

（
伊
万
里
市
議
会
議
長
）

●

参
加
料
　
無
　
料

※
一
時
保
育
の
申
し
込
み
は
、
18

日
（
水
）
ま
で

◆
次
回
は
12
月
１
日
（
火
）
開
催

　
佐
賀
県
は
、
原
子
力
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
伊
万
里
・
牧
島
地

区
の
一
部
の
住
民
（
参
加
す
る
人

に
は
事
前
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
）

が
避
難
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
11
月
28
日
（
土
）

午
前
８
時
〜
午
後
１
時
30
分

●

場
　
所
　
有
田
中
部
小
学
校
ほ
か

●

訓
練
項
目
　
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ

　
ン
グ
訓
練
、
住
民
避
難
訓
練
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

な
ど
を
活
用
し
た
広
報
訓
練
な
ど

●

問
合
先
　
防
災
危
機
管
理
課

（
　
☎
㉓
２
１
３
０
）

チャンネルチャンネル

お
知
ら
せ

子育ての悩みなどの相談を受けています。
一人で悩まずに、気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、　

歌や簡単な製作などを行います。
　日　時　11 月 18 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館
②お誕生会（要申込）
　11 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　11 月 25 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
            遊びにきませんか

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

お知らせコーナー

女

性

の

た

め

の

政
策
参
画
セ
ミ
ナ
ー

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
無
料
開
館

市

民

所

蔵

品

展

『
村
岡
　
一
の
世
界
』

知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
巡
回
相
談

市

民

音

楽

祭

税を考える週間

期間：11月11日〜17日

【テーマ】 税の役割と税務署の仕事
期間中は、税に関する広報活動が
全国で展開されます。この機会に、
家庭や職場などで、税の仕組みや
必要性などを考えてみましょう。
● 問合先　税務課市民税係

（☎㉓２１４８）

佐

賀

県

原
子
力
防
災
訓
練

夢ハウスなら家族の夢を叶えられる。
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横

☎（0955）20-4188

11月28日㈯は健康!安心!安全の家「夢ハウス」家づくり勉強会
伊万里市民センター場所

各30名様限定定員①午前10:00～ ②午後1:30～時間

㈱エコライフ・ニブ

市民センター

佐賀銀行
伊万里支店

伊万里小 伊万里商業

伊万里川

至伊万里駅

なぜ今、24時間換気が家づくり
に義務化されているか？
「無垢材の収縮は木の特性」
自然素材は変形がつきもの？

Q
Q

清林ホーム

本物の住まいとは何か、答えは夢ハウスにあります。

セミナー
予告 ご予約制

「広告」

222015.1123 2015.11



◆
就
農
相
談
会
in
農
と
食
の
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り

●

日
　
時
　
11
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

場
　
所
　
県
農
業
大
学
校
内 

農

　
業
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

●

応
募
・
問
合
先
　
県
農
業
大
学

　
校
（
☎
０
９
５
２
　
２
１
４
５
）

●

日
時
（
一
般
公
開
日
）

　
11
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時

※
販
売
は
午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
農
林
高
校

●

内
　
容
　
学
校
生
産
物
販
売
、
展

　
示
館
開
館
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
、
至
誠
龍
神
太
鼓
な
ど

●

問
合
先
　
伊
万
里
農
林
高
校

（
☎
㉓
４
１
３
８
）

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
開
設
時

間
を
延
長
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

受
付
期
間
・
時
間
　

▽
11
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

相
談
担
当
者
　

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●

相
談
電
話
番
号
　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
９
５
２
㉖
２
１
９
５
）

●

日
　
時
　
11
月
19
日
（
木
）

　
午
後
３
時
〜
８
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

相
談
担
当
者
　
障
害
の
あ
る
相

談
員
（
ろ
う
あ
者
）

●

相
談
料
　
無
　
料

　
１
月
か
ら
、
相
続
税
の
基
礎
控

除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
の
計
算

▽
改
正
前
　
５
０
０
０
万
円
＋

１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
数

▽
改
正
後
　
３
０
０
０
万
円
＋

６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
数

※
こ
の
ほ
か
、
相
続
税
の
最
高
税

率
や
未
成
年
者
控
除
お
よ
び
障

害
者
控
除
の
税
額
控
除
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
☎
㉓
３
１
４
９
）

　
11
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
は
、

『
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
』
で
す
。
期

間
中
は
、
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま

チャンネル

相

続

税

の

基

礎

控

除

額

が

変

更

45

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。

お知らせコーナー

● 日　時　11 月 23 日（月・祝）
午前 11 時〜午後３時

※集合場所などの詳しい内容は、後日
参加者のみに案内します。

● 対象者　市内在住・在勤、または結
婚を機に伊万里市に住む意思がある
30 〜 40 歳代の独身の人

● 参加料　2,500円（ランチ・スイーツ・
ドリンク代として）

● 募集人数　男女各 16 人
※応募多数の場合は、抽選
● 申込方法　メールまたは電話
● 申込期限　11 月 12 日（木）
● 申込・問合先　婚活応援課内　市婚

活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※メールアドレス
　deai@city.imari.saga.jp

♥
30・40 歳代限定　ランチ会

♥
婚活イベント 全

国
一
斉『
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化
週
間

●

問
合
先
　
佐
賀
県
聴
覚
障
害
者

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㊵
７
７
０
０
）

●

日
　
時
　
11
月
28
日
（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
最
新
の
肝
炎
の
内
科
・

　
外
科
治
療
に
つ
い
て
解
説

▽
講
　
師
　
水
田
敏
彦
さ
ん
（
伊

万
里
有
田
共
立
病
院
副
院
長
）、

山
元
謙
太
郎
さ
ん
（
山
元
記
念

病
院
消
化
器
外
科
部
長
・
肝
が

ん
治
療
セ
ン
タ
ー
長
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
伊
万
里
・
有
田
地
区

　
医
師
会
（
☎
㉓
３
２
７
０
）

　
農
業
を
本
格
的
に
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
や
農
業
に
興
味
が
あ

る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
社
会
人
の
た
め
の
就
農
基
礎
講
座

●

期
　
日

　
11
月
18
日
（
水
）
〜
20
日
（
金
）

●

場
　
所
　
県
農
業
大
学
校
ほ
か

●

内
　
容
　
新
規
就
農
支
援
制
度
、

　
野
菜
栽
培
の
基
礎
講
座
、
農
家

で
の
農
業
体
験
な
ど

●

募
集
人
数
　
10
人
（
要
予
約
）

●

参
加
料
　
無
　
料

市

民

公

開

講

座

『
肝
臓
病
は
こ
わ
く
な
い
』

聴
覚
障
害
者（
ろ
う
あ
者
）

巡

回

相

談

伊
万
里
農
林
高
校

『
農
業
文
化
祭
』

新

規

就

農

推

進

強

化

月

間

● 期　間　11 月 15 日（日）〜 23 日（月・祝）
※有田陶磁の里プラザの『有田のちゃわん

祭り』は 11 月 19 日（木）〜 23 日（月・祝）
● 場　所　有田町内各所
● 内　容　みんなで食べようＧ

じ も と

ＭＴグルメ、
みんなで踊ろう♪皿踊りコンテスト、

　みんなで遊ぼう！ゆるキャラ☆フェス
ティバル　ほか

● 問合先　有田観光協会（☎㊸２１２１）

第11回秋の有田陶磁器まつり

−すてきなウエディング会場で
ゆったりとした時間を過ごしませんかー

「広告」
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●

日
　
時
　
11
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

●

場
　
所

　
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

　
勾ま
が
た
ま玉
づ
く
り
、
親
睦
交
流
会

●

対
象
者

　
が
ん
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族

●

参
加
料
　
１
人 

３
０
０
円

●

募
集
人
数
　
30
人
（
先
着
順
）

●

応
募
方
法
　
電
　
話

※
受
付
時
間
は
、
月
・
水
・
金
の

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後

２
時
〜
４
時

●

応
募
期
限
　
11
月
20
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
公
益
財
団
法
人

　
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

（
☎
０
１
２
０
‐
２
４
６
‐
３
８
８
）

●

日
　
時
　
11
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
１
時

●

場
　
所
　
佐
賀
市
文
化
交
流
プ

　
ラ
ザ
交
流
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
講
演
『
リ
ン
パ
浮
腫

　
の
外
科
治
療
』
ほ
か

●

対
象
者
　
が
ん
患
者
、
一
般
の

　
人
、
医
療
・
介
護
従
事
者

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
１
６
０
人（
先
着
順
）

●

応
募
方
法
　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル

●

応
募
・
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ

　
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会
（
☎
・
　

０
５
０
‐
３
６
７
１
‐
８
２
０
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　rin
p
a
h
u
syu

_w
o
_

m
a
n
a
b
u
ka

i@
ya

h
o
o
.co

.jp

●

募
集
訓
練
科
名
・
定
員
　

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
設
備
施
工
科
　
18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科 

18
人

▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

●

訓
練
期
間

　
１
月
６
日（
水
）〜
６
月
30
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

指
示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
限
　
12
月
１
日
（
火
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日
　

　
12
月
８
日
（
火
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

　
賀
（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

日
　
時
　
11
月
30
日
（
月
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

●

場
　
所  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容
　
敬
語
や
あ
い
さ
つ
、

　
電
話
応
対
、
訪
問
マ
ナ
ー
な
ど

●

対
　
象
　
45
歳
未
満
の
求
職
者
・

　
在
職
者
・
学
生

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
５
人
程
度

※
講
座
の
前
後
に
個
別
相
談
あ
り

●

申
込
・
問
合
先
　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

（
☎
０
９
５
２
㉗
１
８
７
０
）

●

日
　
時
　
11
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

場
　
所
　
夢
耕
房
た
き
の

●

内
　
容

　
草
木
染
め
、
黒
米
薬
膳
料
理
、
マ

イ
エ
ン
ザ
（
微
生
物
活
性
酵
素
）

●

参
加
料
　
１
人 

１
０
０
０
円

●

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
順
）

●

応
募
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル

●

応
募
期
限
　
11
月
13
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
夢
耕
房
農
産

　
加
工
グ
ル
ー
プ
事
務
局
（
☎

０
９
０
‐
３
７
９
９
‐
１
８
３
２
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
en

2
8
1
1
@

iclo
u
d
.co

m

　
佐
賀
県
農
業
公
社
の
『
農
地
中

間
管
理
事
業
』
を
活
用
し
、
農
地
の

借
り
入
れ
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農

業
公
社
が
所
有
者
か
ら
農
地
を

い
っ
た
ん
借
り
受
け
、
農
家
な

ど
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

●

対
象
者

　
経
営
規
模
の
拡
大
、
農
地
の
集

約
・
集
積
化
を
図
る
担
い
手
農

家
な
ど

●

募
集
期
間
（
第
３
回
）　

　
11
月
２
日（
月
）〜
12
月
４
日（
金
）

●

応
募
方
法

　
農
業
委
員
会
に
備
え
付
け
の
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
公
社
へ
の
農
地
の
貸
し
付

け
に
関
す
る
相
談
や
申
し
出
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

▽
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
㉓
２
５
０
２
）

▽
佐
賀
県
農
業
公
社

　
〒
８
４
９
‐
０
９
２
５

　
佐
賀
市
八
丁
畷
町
８
番
１
号

　
佐
賀
総
合
庁
舎
４
階

　（
☎
０
９
５
２
⑳
１
５
９
０
）

チャンネルチャンネル

ぼ
し
ゅ
う

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

お知らせコーナー

農
地
借
り
入
れ
希
望
者

（
農
地
中
間
管
理
事
業
）

FAX

県

が

ん

患

者
・

家
族
集
い
の
会
参
加
者

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

草
木
染
め
と
黒
米
薬
膳

料
理
体
験
交
流
参
加
者

就
活
マ
ナ
ー
講
座

受

講

生

リ

ン

パ

浮

腫

を

学

ぶ

会

参

加

者

「広告」
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チャンネル

● 市文化祭 合同芸能発表会
　８日（日）午前 10 時開演（☎㉒２２４８）
● 市小学校音楽会
　11 日（水）午後２時開演（☎㉓６１４８）
● 伊万里有田法人会公開講演会
　25 日（水）午後２時開演（☎㉒６８０１）

● 市中学校音楽会
　５日（木）午前９時 30 分開演

（☎㉒３６００）
● カラオケ三本椿決勝大会
　14日（土）午前10時開演（☎㉓７７６０）

● 名画上映会【人のつながり 家族のつなが
り 第３回】〔図書館ホール〕

　８日（日）午後２時 30 分〜４時 40 分
　『いつか読書する日』

（2004 年、日本、127 分）
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　15 日（日）午後２時 30 分〜３時 25 分
　『チップとデール リスのいたずら合戦』

（2011 年、アメリカ、53 分）

※ 変更する場合があります。
※ 催し物はすべて無料です。

● 11 月の休館日
　２日、９日、16 日、23 日、30 日
　26 日（館内整理日）

『ジャー炊飯器』使わないときはプラグを抜きましょう

ごはんを炊飯器で保温するには、４時間までが目安です。それ以上保温
をするなら、電子レンジで温め直すほうがお得になります。１日に７時
間保温した場合と、保温せずにコンセントからプラグを抜いた場合では、
年間で、電気 45.78kWh（約 1,240 円）の節約、二酸化
炭素 26.1kg の削減になります。
※ 製品によって消費電力量や保温時間が異なります。

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市民図書館 ☎㉓４６４６

11 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

11 月の市民相談
相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（11 日・25 日）                                      

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（５日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（19 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第 2・3 火曜日
（10 日・17 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※ 正午〜午後

１時は除く

行政相談 第３金曜日
（20 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（12 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第１・３金曜日
第４日曜日

（６日・20 日
・22 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時 30 分〜

午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（26 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課社会
福祉係

一人で悩まず
ご相談ください

借金返済のために借金を重ね、支払いが困難になる多重債務に悩んで
いませんか。弁護士や司法書士などの専門家による的確なアドバイス
を受ければ、必ず良い解決策が見つかります。消費生活センターでは、
専門家の支援を受ける前の身近な相談窓口として相談を受け付けてい
ます。多重債務になったとき、または、なりそうなときは一人で悩まず、
早めに相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

多重債務を解決しましょう

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

お知らせコーナー

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

72

「広告」
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伊万里スポーツデイ
子どもから大人まで スポーツの楽しさを満喫

市民新体力テスト伊万里っ子・キッズスポーツ
フェスティバル

市民ペタンク大会

『キッズベーズボール』

『キッズソフトテニス』

『キッズラン』

『キッズベースボール』

『立ち幅跳び』『キッズラグビー』『キッズラン』 『反復横跳び』

　子どもから大人まで世代を超えて楽しんだペタンク

『伊万里スポーツデイ』が 10 月４日、国見台公園で開催さ
れました。球技場では『第５回市民ペタンク大会』があり、
子どもから大人まで 12 チーム 53 人が参加。交流を深めな
がら、勝負の駆け引きを楽しんでいました。優勝は、脇田ジ
ンジャーズ（伊万里地区）でした。また、陸上競技場では『第
14 回伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル』があり、
３歳から８歳までの子どもたち 74 人が、キッズラン、キッ
ズベースボール、キッズラグビー、キッズソフトテニスの
４種目に挑戦。指導者や補助員の高校生と一緒にスポーツ
の楽しさを感じていました。さらに、武道館で行われた『市
民新体力テスト』では、大人たちが握力測定や上体起こし
など６種目のテストに挑み、自分の体力年齢を確認してい
ました。この日は晴天に恵まれ、子どもから大人まで、スポー
ツを楽しみながらさわやかな汗を流していました。

平成 27 年 10 月１日現在
● 人口　56,419 人　　（− 38）
　　男　27,053 人　　（− 14）
　　女　29,366 人　　（− 24）
● 世帯　22,766 世帯 　（−   8）

（　）は前月比

人のうごき

広報　　　　　 2015-11
● 発行日／平成 27 年 11 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（直通）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
● 印　刷／山口印刷株式会社

ら

か

室

集

編　
今
月
の
表
紙
写
真
に
は
、
黄
金
色
の
稲
穂
が

秋
の
実
り
を
感
じ
さ
せ
る
一
枚
を
選
び
ま
し

た
。
二
里
町
の
炭
山
地
区
で
、
市
内
に
住
む
外

国
人
が
参
加
し
た
多
文
化
交
流
事
業
を
取
材
し

た
折
の
様
子
で
す
。
国
見
山
系
の
ふ
も
と
の
山

あ
い
に
広
が
る
こ
の
地
区
は
、
棚
田
が
魚
の
う

ろ
こ
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
古

き
良
き
日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る
場
所
で
、

稲
刈
り
体
験
が
終
わ
り
、
や
が
て
昼
食
の
時
間

に
な
る
と
、
食
卓
に
は
同
じ
く
体
験
で
打
っ
た

そ
ば
や
唐
揚
げ
の
ほ
か
に
、
見
慣
れ
な
い
ベ
ト

ナ
ム
料
理
が
…
。
生
春
巻
き
や
空
芯
菜
の
炒
め

も
の
、
ゴ
イ
ク
ン
の
サ
ラ
ダ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

お
ひ
た
し
な
ど
が
並
び
、
脇
に
は
バ
ナ
ナ
の

花
が
添
え
て
あ
り
ま
す
。
聞
い
て
み
る
と
、
元

教
師
で
、
以
前
ベ
ト
ナ
ム
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
海

外
の
日
本
人
学
校
で
教
え
た
経
歴
を
持
つ
地
元

の
女
性
が
、
故
郷
を
懐
か
し
ん
で
も
ら
お
う
と

作
っ
た
も
の
で
し
た
。
と
か
く
現
地
の
文
化
に

触
れ
る
だ
け
に
終
わ
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
日

は
相
互
の
交
流
が
見
事
に
実
現
し
ま
し
た
。
田

舎
の
風
景
と
、地
域
の
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る『
お

も
て
な
し
』に
癒
や
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。（
拓
）
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